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ちろん定義によるが )と言える｡ この変換を次のようなフォツカー ･ブランク方程式























を考えようo Fo(Ⅹ)の具体的な形は特に重要ではなく, Ⅹ=0で極大, Ⅹ -±a で極
小となること以外は,後の議論で使われるのは,
AFo-Fo(0)-Fo(a), γ-Fo〟(a), γ*- JFo〟(0)J
だけである｡まずH-0の場合を考えよう｡
このような Fo(x)に対 しては,ポテンシャルⅤ(x)は,3つの井戸 - x=0 に底
*




8人"x)こ い 2里 +V(x)〕"x)
∂x2
を解くことに帰着する｡ 基底状態は,明らかに,






¢1 - (鶴 - +a)/ノ豆
と仮定すれば, Eが十分小さい時,
























さい時 (H≪AF｡)には,摂動のある場合の波動函数 ¢.,畑 ま,やはり+L,+A





u2 +v2 - 1
と仮定し,変分法で固有値を求めることにする｡ その結果,
･1'H)- ).'H)≡ ll'0)〔1+(芋 )2]1'2 (8)
が得られ,Hく≪ Eの時 (7)となる. 基底状態 jo(H)は,本来ゼロとなるべきなので
あるが,.この近似の範囲内では,そうはならないo無視された効果が, ).(H)I}l(H)
に同じ寄与を与えると仮定できれば, AF｡≫H≫Eに対して (8)は
･1'H)三 笠 ll'0) (9)
となり,崩壊速度はH- 0の時の (5)と比べれば,非常に大きくなる, 逆に言えば,
共存状態 - H-0- の動的安定性を示していると言えよう｡ (5).(8)については
数値計算の結果と定量的な比較を行う予定である｡
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